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　総務省消防庁（救急企画室）によると、平成28年中における全国の救急出動件数は、
約621万件と過去最高を記録しており、前年と比較して約16万件増加している。今後
も超高齢社会を背景として増加することが予測され、救急出動件数の増加に伴い、現
場到着時間や病院収容時間も遅延傾向にある。真に救急車が必要な方への対応の遅れ
など、救命率の低下に繋がることが危惧されている。
　救急車の適正利用を積極的に推進していくことが必要であり、「平成27年度救急業
務のあり方に関する検討会」において、救急車の適正利用推進の観点から、救急安心
センター事業（＃7119）の普及促進が極めて有効であると報告された。＃7119は、住
民が急なけがや病気をした際に、救急車を呼ぶか、いますぐ病院に行った方が良いの
かなど、判断に迷った場合に、専門家から電話でアドバイスを受けることができる窓
口である。平成29年４月１日現在、７地域で実施されており、消防庁は、全国への普
及を推進している。
　東京消防庁の救急相談センターに入電した件数は、平成27年の統計では約38万件で、
そのうち、緊急（救急車）で即受診と判断された件数は約４万5,000件であった。東
京消防庁の救急相談センターが開設されたのが、平成19年であり、開設前の平成18年
の軽症者の割合は60.3％であった。一方、平成26年の軽症者の割合は51.9％となって
おり、約８ポイントの減少となっている。
　救急相談窓口を設置している東京や大阪では、設置後の救急出動件数の増加率が全
国平均より抑制されており、不急な救急出動件数の抑制に繋がっている。また、和歌
山県の田辺市では、管轄面積が広く出動から帰所まで長時間を要しており、１台が出
動すると他の署所の救急車が遠方から出動することになることから、救急電話相談窓
口を設けて、救急車の適正利用を推進している。平成29年４月１日現在、東京都、奈
良県、大阪府、福岡県の４都府県が都道府県単位で実施しており、平成29年度後半か
ら、宮城県と兵庫県神戸市が実施予定である。
　総務省消防庁は、平成29年度予算で、救急安心センター事業の整備について、消防
防災施設整備費補助金の積極的活用をすすめるなどして全国展開を目指している。
　岡山県では、今のところ実施の予定はないようである。岡山県として、早急に対策
を立てる必要があると思う。
　既に全国展開している小児救急電話相談事業（＃8000）の窓口との連携も考えられ
る。
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小児の検尿異常

 倉敷中央病院小児科　綾　　　邦　彦

　健康な小児に対して公的に行われる検尿には、３歳児健診時に行う
ものと学校検尿があります。一般に、蛋白・潜血・糖が調べられます。

＊ 蛋白と潜血の両方が陽性の場合（特に変形赤血球や赤血球円柱が陽
性の場合）は、IgA腎症をはじめとした腎炎である可能性が高く、必
要に応じて腎生検を施行します。重症度を含めた病理診断を行い、
それに応じた治療介入によって、病状を改善できる場合があります。

＊ 蛋白に関しては、体位や運動の影響の少ない早朝第一尿を使用し、定性だけではなく、
尿蛋白／Cr（0.15以上で陽性）を求めることで、尿の濃縮による影響などを抑えること
ができます。

＊ 蛋白がわずかしかでていない場合や潜血だけの場合など、腎炎の可能性が低い場合でも
行って頂きたいのが、エコー検査によるスクリーニングです。低・異形性腎、水腎症、
膀胱尿管逆流などの先天性腎尿路異常は、小児の慢性腎不全の原因として現在１位と
なっており、結石などその他の疾患も診断でき、治療介入が可能な場合もあります。

＊ 潜血だけが陽性の場合でも、もう一つ注意して頂きたいのが遺伝性のもので、家族歴の
聴取が重要です。アルポート症候群は初期は潜血だけでも、以後進行していきますので、
定期的なフォローが必要になります。治療としてはアンジオテンシン系の抑制薬が推奨
されています。

＊ 糖が陽性で糖尿病が否定された場合や軽微な検尿異常の場合でもかくれている可能性が
あるのが、尿細管の疾患です。診断のためには、尿中β2ミクログロブリンやNAGなど
の測定が必要になり、腎機能を含めたその他の検査も検討されます。

＊ 身長・体重・血圧をはじめとした理学所見も大切で、検尿異常とあわせて、様々な疾患
が発見される可能性があります。上記の腎機能の評価の時も同様ですが、各年齢の基準
値と比較する必要があります。岡山県検尿マニュアルなどもご参考下さい。

他科の先生に
知って欲しい 小児科編⑤


